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参考資料１

環境省関連施設におけるアスベスト使用実態調査について

平成１７年１１月２９日

環 境 省

１ 調査結果

（１） 地方公共団体が設置した廃棄物処理施設等

１，８１８調査件数

４５６① 吹き付けアスベスト等を使用していた、使用している、

使用の可能性がある施設

１０２② ①のうち 措置が終了している施設 除去・封じ込め等、 （ ）

２０５③ ①のうち 措置が終了していない施設 一部措置を含む、 （ ）

１４９④ ①のうち、現時点で使用の有無を確認できない施設

（２） 地方公共団体が設置した自然公園等施設

６，４６５調査件数

２１① 吹き付けアスベスト等を使用していた、使用している、

又は現時点で使用の有無を確認中の施設

１② ①のうち 措置が終了している施設 除去・封じ込め等、 （ ）

５③ ①のうち 措置が終了していない施設 一部措置を含む、 （ ）

１５④ ①のうち、現時点で使用の有無を確認中の施設

（３） 地方公共団体が設置した環境大気測定局舎

１，６２９調査件数

４０① 吹き付けアスベストを使用していた、使用している、

又は現時点で使用の有無を確認中の施設

８② ①のうち、措置が終了している施設（除去済・処理済）

５③ ①のうち、措置が終了していない施設

２７④ ①のうち、現時点で使用の有無を確認中の施設

２ 結果を踏まえた対応策

吹付けアスベスト等の使用が確認された施設においては、除去・封じ込め等の必要

な措置を講ずるほか、現時点で使用の有無を確認できていない施設においては、分析

調査等により確認のうえ、必要な措置を適切に講ずるよう、都道府県及び市町村に周

知していく。



参考資料２

病院、社会福祉施設等におけるアスベスト使用実態調査について

平成１７年１１月２９日

厚 生 労 働 省

○病院関係
① 調査済み病院数［回答割合 ８９．４％］ ６，９７６施設（１００．０％）

② 吹き付けアスベスト等のある病院 ２，０５１施設（ ２９．４％）

③ ②のうち、石綿等の粉じんの飛散により、

ばく露のおそれのある場所を有する病院 ３２４施設（ ４．６％）

④ ③のうち、利用者が日常利用する場所を有する病院 ２８施設（ ０．４％）

うち、措 置 済 ６施設

措置予定 ２２施設

未 定 ０施設

○社会福祉施設関係
① 調査済み施設数［回答割合 ９１．２％］ ８４，４９３施設（１００．０％）

② 吹き付けアスベスト等のある施設 ４，３８１施設（ ５．２％）

③ ②のうち、石綿等の粉じんの飛散により、

ばく露のおそれのある場所を有する施設 ２４５施設（ ０．３％）

④ ③のうち、利用者が日常利用する場所を有する施設 ３８施設（ ０．０４％）

うち、措 置 済 ８施設

措置予定 ２７施設

未 定 ３施設

○公共職業能力開発施設関係
① 調査済み施設数［回答割合 ６０．４％］ １，９２２施設（１００．０％）

② 吹き付けアスベスト等のある施設 １７５施設（ ９．１％）

③ ②のうち、石綿等の粉じんの飛散により、

ばく露のおそれのある場所を有する施設 １７施設（ ０．９％）

④ ③のうち、利用者が日常利用する場所を有する施設 ７施設（ ０．３６％）

うち、措 置 済 ３施設

措置予定 ４施設

未 定 ０施設



（参考１：病院、施設等への指導［都道府県市へ依頼（通知予定）]）

１ ばく露のおそれがある場所を保有する病院、施設であって未だ対応がなされていない

ところに対し、直ちにアスベストの除去、封じ込め、囲い込みを行うなど、法令等に基

づき適切な措置を講ずるよう引き続き指導していくとともに、措置状況の継続的な把握

に努めること。

２ アスベスト調査の分析調査中の施設及び未回答施設についても、継続的に実態を把握

し、状況に応じた適切な指導を行うこと。

（注）８月1日付、10月4日付及び10月17日付通知においても適切な措置を講ずるよう指導。

（参考２：今後の対応方策の検討）

○ アスベスト対策に関しては、病院については従来より医療施設近代化施設整備事業の

中で、また、社会福祉施設については従来より社会福祉施設等施設整備費負担（補助）

金の中で対応を図ってきたところであるが、実態調査の結果を踏まえ、アスベスト対策

に必要な措置が速やかに講じられるよう関係省庁と調整。



参考資料３

平成17年11月29日

総 務 省

地方公共団体が所有する施設におけるアスベスト

使用実態調査について

総務省では、平成１７年８月１０日付けで「吹付けアスベスト使用施設及び処理状

況の調査」を実施し、今般、調査結果を取りまとめた。

１ 調査概要

・対象団体： 全地方公共団体

・対象施設： 地方公共団体所有の建築物のうち平成８年度以前に竣工（改修工

事を含む ）した建築物。

・対象建材： 吹付けアスベスト及びアスベスト含有吹付けロックウール

２ 調査結果概要

１１月１５日までに地方公共団体から報告があった件数。

項 目 箇所数（※１） 構成割合

調査対象施設箇所数 ４１８，２６８ －

調査中の箇所数（※２） ３３，５３０ －

調査結果が判明した箇所数 A ３８４，７３８ １００．０％

アスベスト未使用の箇所数 B ３７４，１５７ ９７．２％

アスベスト使用の箇所数 C(=D+E+F) １０，５８１ ２．８％

うち、除去済み（※３） D １，６２８ ０．４％

うち、処理済み（※４） E ２，３３６ ０．６％

うち、未処理 F ６，６１７ １．７％

（端数を四捨五入しているため、構成割合の合計が一致しない。）

３ 今後の対応

・ アスベスト使用が確認され、未処理のうち、ばく露のおそれのある施設を所

有する地方公共団体に対しては、速やかに除去、封じ込め等の必要な対策を講

じるよう要請。

・ 調査中としている施設を所有する地方公共団体に対しては、引き続き調査の

実施を要請するとともに、必要な対策を講じるよう要請。

※１ 「箇所数」は、複数の建築物で構成している施設であっても全体として１つのまとまりとして機
能すると判断できる施設については、１箇所と計上（学校、病院、公営住宅等 。）

※２ 「調査中の箇所数」は、アスベスト等の疑いがあるため、調査・分析等を行っている箇所数。
「 」 、 、 。※３ 除去済み は アスベストの使用が確認された施設のうち アスベストを全部除去した箇所数

※４ 「処理済み」は、アスベストの使用が確認された施設のうち、アスベストが発散、飛散しないよ
う防止処理（封じ込め、囲い込み）を講じている箇所数。



参考資料４

平成１７年１１月２９日

文 部 科 学 省

学校施設等における吹き付けアスベスト等使用実態調査について

１．趣 旨

学校施設等における吹き付けアスベスト等使用実態調査について（依頼 」「 ）

（平成 17 年 7月 29 日付け通知）の調査結果及びその結果を踏まえた対応方策に

ついて公表するもの

２．対象機関

国公私立学校、公立社会教育施設、公立社会体育施設、公立文化施設、

所管独立行政法人等（１５１，４３９機関）

３．調査結果

○ 調査完了機関数（完了率９０．６％） １３７，２１７機関（１００％）

① 吹き付け石綿等の室等を保有する機関 ６,２７１機関（４．６％）

② ①のうち、措置済み状態にある室等を

保有する機関 ３,４０４機関（２．５％）

③ ①のうち、石綿等の粉じんの飛散により、

ばく露のおそれのない室等を保有する機関 ２,９４３機関（２．１％）

④ ①のうち、石綿等の粉じんの飛散により、

ばく露のおそれのある室等を保有する機関 ７７１機関（０．６％）

（④の対策状況）

使用禁止・立入制限 ６９３機関

応急対策を実施済 ７８機関

４．調査結果を踏まえた対応方策

１）学校等の設置者が速やかにアスベスト対策を行えるよう、アスベスト対策工

事に必要な措置について関係当局と協議中

２）アスベスト対策に関する通知の発出

・調査が完了していない機関に対し、調査の早期完了について指導するとともに、

本実態調査を継続的に実施

・ アスベスト対策に関する留意事項」の周知「

３）適切なアスベスト対策を周知するための研修会を継続的に実施

４）対策の実施状況等について、フォローアップ調査を実施



参考資料５

農林水産省関連施設等におけるアスベスト使用実態調査について

平成１７年１１月２９日
農 林 水 産 省

１ 調査結果

102,004調査対象施設数
(そのうち報告割合) ( ％)99.4

1,594吹付けアスベスト等が確認された施設

36飛散のおそれのある吹付けアスベスト等が確認された施設

（１） 卸売市場等

中央市場 地方市場 家畜市場
調査対象市場数 ８６ １，３０４ １７３
報告市場数 ７１ １，０４８ １７３
① 吹付けアスベスト等が確認されたもの ３５ ８１ ０
② ①のうち、封じ込め等の対策済みのもの １０ １７ ０
③ ①のうち、飛散のおそれのないもの ２５ ※３３ ０
④ ①のうち、飛散のおそれのあるもの ０ ※０ ０
継続して調査をするもの １５ ２５６ ０
※については、公設･準公設地方卸売市場のみ。民設地方卸売市場については、飛散のおそれ
の有無を継続して調査中。

（２） 競馬場

中央競馬 地方競馬
調査対象施設数 ４，９６９ ９０
報告施設数 ４，６３５ ８５
① 吹付けアスベスト等が確認されたもの １２０ １６
② ①のうち、封じ込め等の対策済みのもの ４０ １０
③ ①のうち、飛散のおそれのないもの ８０ ６
④ ①のうち、飛散のおそれのあるもの ０ ０
継続して調査をするもの ３３４ ５

（３） 農林水産省関係の教育機関

調査対象施設数 ５１
報告施設数 ４３
① 吹付けアスベスト等が確認されたもの ７
② ①のうち、封じ込め等の対策済みのもの ３
③ ①のうち、飛散のおそれのないもの ４
④ ①のうち、飛散のおそれのあるもの ３
継続して調査をするもの ８

※②、③、④の学校数の合計が①と一致しないのは、重複して分類される学校が存在するため。

（４） 農林水産業関係の民間集会所等施設

報告施設数 ５１，９５７
２０吹付けアスベスト等が確認されたもの（飛散のおそれのあるもの）

１，０６８吹付けアスベスト等が確認されたもの 飛散のおそれが不明なもの（ ）



（５） 農業関係試験研究施設

調査対象施設数 ２，６３５
報告施設数 ２，６２７
① 吹付けアスベスト等が確認されたもの ９０
② ①のうち、封じ込め等の対策済みのもの ２
③ ①のうち、飛散のおそれのないもの ９０
④ ①のうち、飛散のおそれのあるもの ０
継続して調査をするもの ８

※②、③、④の施設数の合計が①と一致しないのは、重複して分類される施設が存在するため。

（６） 公共事業施設及び関連施設
１） 公共事業施設及び関連施設（揚排水機場等）

調査対象施設数 ３９，８６２
報告施設数 ３９，８６２
① 吹付けアスベスト等が確認されたもの １５６
② ①のうち、封じ込め等の対策済みのもの １６
③ ①のうち、飛散のおそれのないもの １２７
④ ①のうち、飛散のおそれのあるもの １３
報告施設数のうち、継続して調査をするもの ３５０

２） かんがい排水施設に用いられている石綿セメント管
６，８３３ｋｍ（飛散のおそれはない）

３） 石綿含有アスファルト舗装
３施設（飛散のおそれはない）

（７） 米麦等乾燥調製施設

報告施設数 ８７７
① 吹付けアスベスト等が確認されたもの １
② ①のうち、封じ込め等の対策済みのもの ０
③ ①のうち、飛散のおそれのないもの １
④ ①のうち、飛散のおそれのあるもの ０
報告施設数のうち、アスベストの含有が不明で、継続して調査を １０９
要するもの

（８） 漁船
前回の公表（８月２６日）以降、新たな健康被害に関する報告はない。

（９） 集材機運転等林業従事者のアスベストによる健康被害に関する報告はない。 ま
た、木材乾燥等施設については、飛散のおそれのある吹付けアスベスト等は確認
されたとの報告はない。

２ 結果を踏まえた対応策

吹付けアスベスト等が露出している建築物の所有者等に対し、除去、封じ込め等の
対策の実施及び労働安全衛生法等の関連法令の遵守について引き続き指導を徹底。
調査未了の施設についても、結果が判明次第、調査結果を取りまとめ、適宜公表。
今後も引き続き関係府省等と連携を図りつつ、適切に対応。


